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高瀬川ではカワラサイコが見ごろです。
秋には葉の紅葉も見られます。（説明・裏表紙）



これまでの経過
町の特産品普及のため地酒、地ワインによる乾杯の習慣を広めようと、令和元年振興文教委員会（大出美晴

委員長）で検証が始まりました。町内事業者や商工会の皆さんにご協力をいただき検討会を重ねてきました
が、条例案がまとまりつつある中でコロナ禍になり、一時中断してしまいました。

今回新たに地元ソフトドリンク（ぶどう、りんご、ハックルベリー等）も加え、条例制定に向け現振興文教委員
が行政意見を取り入れながら検証してきました。今回も商工会や事業者の皆さんに大変お世話になりました。

条例の趣旨をご理解いただき、今後町民の皆さんのご意見を伺って参ります。

今後の展開
パブリックコメント等でご意見をいただき、また町民説明会も予定しています。

行政による条例文チェックを経て、9月議会定例会に上程できるよう進めています。
今秋以降、いろいろな場面で活用し町産業を盛り上げていきたいと思います。

乾
杯
条
例

乾杯条例乾杯条例（通称）（通称）でで
池田産日本酒・ワインの普及を！池田産日本酒・ワインの普及を！

信州あづみ野池田地酒・地ワイン・ソフトドリンクで乾杯条例（案）
（目的）
第 1条　この条例は、北アルプスの恵みによる水と大地で、先人の労苦により育まれた地酒・
地ワイン・ソフトドリンクが長野県池田町（以下、当町という。）の特産品であることに鑑み、
地酒・地ワイン・ソフトドリンクでの乾杯の習慣を広めることによりその普及促進及び地域
の活性化を図ることを目的とする。

（地酒・地ワイン・ソフトドリンクの定義）
第 2条　地酒・地ワイン・ソフトドリンクは当町の醸造メーカーなどにより生産された酒類・
ワイン・ソフトドリンクを言う。

２　地酒は、長野県産の米・果実などを原料として醸造された酒類を言う。
３　地ワインには、当町で生産されたブドウなどを 85%以上使い、他地域で醸造されたワイン
も含める。

４　ソフトドリンクは当町で生産された果実・野菜などを原料として生産されたアルコールを
含まない飲料を言う。

（町の役割）
第 3条　町は、地酒・地ワイン・ソフトドリンクによる乾杯とその普及促進及び地域の活性化
に事業者・議会と連携し、積極的に取り組むよう努めるものとする。

（事業者の役割）
第 4条　地酒・地ワイン・ソフトドリンクの生産、飲食及び販売に関する事業を行う者（以下、
事業者という。）は、地酒・地ワイン・ソフトドリンクの乾杯とその普及促進のために主体的
に取り組むとともに、町と相互に協力するよう努めるものとする。

（議会の役割）
第 5条　議会は、地酒・地ワイン・ソフトドリンクの乾杯とその普及促進及び地域の活性化に町、
事業者、町民と連携し、積極的に取り組むよう努めるものとする。

（町民の協力）
第 6条　町民は、町、事業者及び議会が行う地酒・地ワイン・ソフトドリンクによる乾杯とそ
の促進の取組に協力するよう努めるものとする。

（遵守・努力すべき事項）
第 7条　町、事業者、議会及び町民は、この条例の運用するに当たっては、個人の嗜好・体質
及び意思の尊重、交通ルール及び飲酒マナーを遵守しなければならない。

　　　附　則
　この条例は、令和 6年●月●日から施行する。
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三枝三七子議員から
　6 月 20 日の本会議において議案第 26 号の討論で、令和 6 年度当初予算に計上されたバスケットゴール
購入費について、「なぜ令和 6年 2月（予算成立時）に購入手続きをとらなかったのか」と発言を致しました。
　令和 6年度予算のため 4月以降でないと購入手続きがとれないため、適切ではありませんでした。お詫びを
申し上げます。

7月　池田松川連絡協議会
松川村須澤村長、矢口町長を招いて池田町議会、松川村議会共同企画意見交換会、八幡神社例大祭・

北安曇郡歌DVD紹介、一丁目舞台説明（小林三郎さん）など池田町文化財の視察を計画。

8月　池田生坂連絡協議会
国会議員、県議会議員出席の総会、意見交換会。今回は両道の駅活性のための交流企画を提案。お互

いの産直品交換販売等を議題に。

シリーズシリーズ  議員はどんなことをしているの？議員はどんなことをしているの？

議
会
・
委
員
会
活
動
報
告

［議会報告会］5 月18 日17 時～　かえでホール

議員協議会美術館のあり方
静岡ビル保全理事者、担当者と意見交換　5 月14 日

3月定例会（2月実施）の概要説明、主な議案審議結
果等の報告会を開きました。

参加議員10名。町民の皆さん約20名。
主な質疑、意見等抜粋項目
●農業振興策、担い手農業法人の進め方に疑問
●交通手段等もっと充実を
●オーガニックの推進に疑問が
●子どもたちの居場所充実を。地方議員のなり手不足問題
●議会のオンライン化
●長い歴史のある池田町、先住者と新しい方たちの融合
●図書館司書の方たちの優遇を

令和5年度入場者等実績と令和6年度目標、企画展内容
●創造館自主事業　スタインウェイピアノ公募コンサート
●美術館館長選任と総勢6名のスタッフの人員配置体制　
●創造館スタッフの充実
●夏の企画展「超老芸術展in池田町」の準備について　など

「議会茶屋よってきましょ」
防災・減災の意識を高める目的で、防災備蓄食料品を無料配布します。
（町提供品　約200食）
全議員がお待ちしています。

7 月 27日開催の「池田あっぱれ」に議会ブース

関心の持たれる議会を目指して始まったシリーズ。今まで水源地・上下水道施設視察、広津・陸郷文化財視
察と意見交換、池田松川連絡会、喬木村・高森町保育園等視察研修、能登義援金活動、地区懇談会（自治会と
の意見交換）、総務福祉・振興文教両委員会活動、各種議員研修会等を紹介してきました。
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6月定例会
主な議案の説明と
審査結果

９議員が

町政を

問う

９議員が

町政を

問う

９議員が

町政を

問う

本
会
議
討
論

本 会 議 討 論本 会 議 討 論
◉議案第 26 号　令和 6 年度一般会計補正予算（第 1 号）

薄井孝彦 議員
次の2点を添え賛成する。

①地球温暖化対策事業の地域施策編の策定に当たっては庁内で十分に検討し、町民の声も聞き、
対策の方向性を充分に練ってから業者委託を進めて欲しい。

②「岡麓終焉の家」の修繕工事は見学できるよう電灯設置と案内看板を設け、岡麓の功績を知らせ
る取り組み（ビデオ作成）も行っていただきたい。

他1名が賛成討論を行った。

賛成です

◉陳情第6号・請願第7号　「地方自治法の一部を改正する法律案」の廃案を
求める請願書

服部久子 議員

地方自治体は、国と対等であると憲法で認められている。国が自治体の権利を制限することは、
戦前の人権を無視した社会を再び生み出すことになる。改正法は、自治の制限の範囲があいまい
で、際限なく制限が緩和される危険がある。岸田首相は、4月にアメリカで自衛隊をアメリカの指揮
下に置くと、国会で論議も経ずに決めてきた。今、世界各地で国家権力が人権を無視した武力行使
を行っている状況を考え、地方自治をないがしろにする改正法に反対し、陳情に賛成する。

他1名が賛成討論を行った。

その他、陳情第5号についての賛成討論もされた。

賛成です

◉議案第 27 号　令和 6 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）

三枝三七子 議員

令和6年度12月2日以降にマイナ保険証を持たない人に発行される資格確認書の郵送、事務
手続き等に発生する予算として、169万5千円が歳出だ。その内訳145万4千円が国庫からの歳
入。不足分として24万1千円が町負担だが、これを認めるわけにはいかない。資格確認書は地方
自治体からの要望ではなく、国の都合で任意であったはずのマイナンバーカード交付よりドミノ
倒しのように義務化を余儀なくされ始めている流れの一環であり、マイナ保険証のトラブルが正
しく解決されたという報告は聞いていない状態だ。マイナ保険証からのトラブルは、地方自治体
の事務作業に大きな負担をかけ、個人情報も予期しない形で流出するなどの事件が多発してい
る。この歳出予算に賛成することは、町村自治体議員として同意することはできない。よって、反対

とする。

他2名が反対討論を行った。

反対です
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6月定例会
主な議案の説明と
審査結果

９議員が

町政を

問う

９議員が

町政を

問う

９議員が

町政を

問う

質問者 主な質問事項

中山　　眞 議員 今　池田町が変わるとき　どこを目指して
いるのか

大厩　美秋 議員 ブロック塀などの安全対策・有害鳥獣対策
の今後は

大出　美晴 議員 町長の方針と取り組みは

服部　久子 議員 市町村による自衛隊への名簿提供について

薄井　孝彦 議員 災害関連死の審査ができる取り組みを

安部　　誠 議員 保育園統合における会染地区への民間保育
園の誘致に関して

三枝三七子 議員 新町長の目指す町の在り方は

山㟢　正治 議員 財政健全化完成年度へ向けた取り組みは

矢口　結以 議員 会染保育園の現状と課題について問う

◯…賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

矢
口
結
以

三
枝
三
七
子

安
部　

誠

山
㟢
正
治

大
厩
美
秋

中
山　

眞

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

横
澤
は
ま

承　
　

認

税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和5年度一般会計補正予算（第13号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和5年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　
　

案

特別職の職員等の給与に関する条例及び執行機関の附属機関
設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和6年度一般会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和6年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● −
令和6年度水道事業会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和6年度下水道事業会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請
願
・
陳
情
書

「刑事訴訟法（再審法）の改正を国に求める意見書」の提出を求
める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

地方自治体を「国の下部組織へ変容させる」ことにつながる「地
方自治法の一部を改正する法律案」の廃案を求める意見書の提
出を求める陳情書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

「地方自治法の一部を改正する法律案」の廃案を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

発
議

国の予算措置で小中学校の給食費無償化実現を求める意見書
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

刑事訴訟法（再審法）の改正を国に求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
「地方自治法の一部を改正する法律案」の廃案を求める意見書
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ −

※横澤議長は表決には加わりません。

審
査
結
果
一
覧
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一
般
質
問4

年
後
の
町
の
想
定
人
口
、人
口
減
少
対
策
は

問
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所（
社
人

研
）な
ど
で
、池
田
町
は
将
来
人
口
減
少
が

著
し
く
、消
滅
可
能
性
が
5
段
階
中
第
4
段
階
で

将
来
人
口
減
少
率
50
%
以
上
と
予
測
し
て
い
る
。ま

た
令
和
7
年
に
は
高
齢
化
率
40
%
、生
産
年
齢
人

口
が
50
%
を
下
回
る
と
い
う
予
測
数
字
も
出
て
い

る
。「
池
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
令
和
22
年
目
標

8
2
0
0
人
、社
人
研
で
は
7
0
0
0
人
と
予
測
。

こ
の
差
を
ど
う
埋
め
て
い
く
の
か
。4
年
後
の
町
の

予
測
人
口
数
、高
齢
化
率
、出
生
数
の
目
標
数
字
は
。

答
社
人
研
の
6
年
後
予
測
人
口
は
8
1
0
0

人
。高
齢
化
率
は
既
に
41
%
を
超
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、実
際
は
も
っ
と
高
く
な
る
と
想
定
。出

生
数
は
33
．8
人
と
見
込
ん
で
い
る
。目
標
人
口
を

6
年
後
に
8
3
0
0
人
、高
齢
化
率
40
%
前
半
、出

生
数
40
人
以
上
を
目
指
し
て
人
口
減
少
問
題
を
最

重
要
課
題
と
し
、移
住
定
住
促
進
策
を
柱
と
し
た
取

り
組
み
強
化
を
図
る
。

問
移
住
定
住
補
助
金
や
空
き
家
対
策
補
助
金

な
ど
今
後
の
施
策
は
。

答
令
和
5
年
度
空
き
家
バ
ン
ク
成
約
率
は

1
3
0
件
中
1
0
3
件
、成
約
率
79
%
。

ま
た
、町
内
民
間
事
業
者
に
よ
る
土
地
造
成
を
6

事
業
者
30
区
画
予
定
し
て
い
る
。住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
を
50
万
円
上
乗
せ
し
限
度
額
を

1
0
0
万
円
で
補
正
を
上
程
し
て
い
る
。引
き
続
き

具
体
的
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

労
働
人
口
、財
政
状
況
、魅
力
あ
る
町
づ
く

り
は問

農
業
従
事
者
や
町
特
産
品
に
従
事
す
る
方

た
ち
の
高
齢
化
、後
継
者
問
題
は
こ
こ
数
年

が
山
場
と
見
て
い
る
。労
働
人
口
が
50
%
を
切
る

予
測
の
中
、ど
う
判
断
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
7
年
以
降
生
産
年
齢
人
口
が
50
%
と

い
う
数
字
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。農
業
の
人

手
不
足
が
顕
著
に
な
る
。生
産
物
の
減
少
や
田
畑
の

保
全
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。農
業
法
人
化
や
ス

マ
ー
ト
農
法
な
ど
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
こ
の
4
年
間
で
想
定
し
て
い
る
大
型
事
業

や
個
別
施
設
計
画
実
施
は
。

答
会
染
小
学
校
は
ま
だ
大
規
模
改
修
を
行
っ

て
い
な
い
た
め
、令
和
7
年
か
ら
11
年
に
か

け
て
行
う
予
定
。こ
の
他
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
ト
イ

レ
改
修
、美
術
館
、創
造
館
の
L
E
D
化
や
空
調
更

新
、福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
改
修
等
が
挙
が
っ

て
い
る
。

問
社
会
保
障
費（
社
会
保
険
、社
会
福
祉
、扶
助

費
、保
健
医
療
な
ど
）が
年
々
膨
ら
む
中
、経

常
収
支
比
率
等
へ
の
影
響
も
出
る
。町
づ
く
り
の
た

め
の
投
資
と
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

答
社
会
保
障
費
と
町
づ
く
り
の
投
資
の
バ
ラ

ン
ス
は
、町
の
持
続
可
能
な
発
展
に
不
可

欠
。そ
の
た
め
総
合
的
な
視
点
と
投
資
効
果
を
客

観
的
に
評
価
し
、町
民
が
直
面
す
る
課
題
や
要
望
に

適
切
に
配
分
し
て
い
く
。

歳
入
を
増
や
す
施
策
は

問
健
全
財
政
を
目
指
す
中
で
歳
出
を
抑
え
る

政
策
が
必
要
だ
が
、今
後
社
会
保
障
費
な
ど

は
年
々
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
、あ
と
は
歳

入
を
増
や
す
施
策
が
必
要
と
な
る
。即
効
性
、実
効

性
の
あ
る
施
策
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が

あ
る
が
、町
長
の
考
え
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
と
、寄
付
金
の
使
い
道
を

よ
り
具
体
化
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
、共

感
す
る
寄
付
者
を
増
や
す
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
も
あ
る
。活
用
す
れ
ば
、提

案
の
よ
う
に
き
め
細
か
な
対
応
も
可
能
と
考
え
る
。

問
な
ぜ
寄
付
を
し
よ
う
と
す
る
の
か
を
細
か

く
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
。返
礼
品
の
魅

力
、税
金
控
除
、地
域
自
治
体
へ
の
貢
献
、被
災
地
や

ふ
る
さ
と
の
支
援
等
様
々
あ
る
が
、最
近
は
自
分
が

応
援
し
た
い
自
治
体
の
返
礼
品
を
選
ぶ
傾
向
に
あ

る
。目
標
額
を
設
定
し
多
様
な
人
材
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
厳
し
い
財
政
の
中
、

数
年
先
を
見
据
え

て
安
定
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。4
年
後
は
寄
付
金

額
2
億
円
を
目
指
す
。
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と 
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員

新
体
制
の
取
り
組
み
姿

勢
と
目
標
数
字
は



一
般
質
問

住
定
住
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
守
り
な
が

ら
企
業
誘
致
も
含
め
土
地
利
用
計
画
全
般
に
つ
い

て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
方
向
性
を
見
定
め
て
い
き

た
い
。

問
「
個
別
施
設
計
画
」
で
計
画
期
間
内
の
事
業

に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

答
進
捗
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
よ
り
違

い
が
あ
る
。
実
施
で
き
た
も
の
も
あ
る
が
、

諸
事
情
に
よ
り
遅
れ
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
最
近

の
物
価
上
昇
、
人
件
費
高
騰
な
ど
の
影
響
を
考
え

て
、
時
間
軸
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
財
政
的
な
視

点
も
入
れ
て
、
個
々
の
施
設
に
つ
い
て
計
画
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

す
る
た
め
に
も
補
助
額
の
上
乗
せ
を
提
案
す
る
。

答
申
請
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
と
今
後
は

問
G
P
S
首
輪
を
サ
ル
に
装
着
し
て
行
動
調

査
、
移
動
監
視
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
績

と
今
後
の
取
組
み
を
聞
く
。

答
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
サ
ル
捕
獲
檻
の
設
置

場
所
選
定
と
誘
引
を
行
い
、
今
年
3
月
以

降
に
群
れ
の
規
模
縮
小
が
で
き
た
。
今
後
は
中
継

用
ア
ン
テ
ナ
を
増
設
し
て
群
れ
の
行
動
監
視
強
化

を
行
い
、
追
い
払
い
や
捕
獲
数
の
増
加
に
努
め
る
。

問
効
率
的
な
有
害
鳥
獣
対
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
さ
れ

た
。
人
材
育
成
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
専
任
1
名
と
、
農
業
・
鳥
獣
害
兼
任
1
名

が
従
事
し
て
い
る
。
公
費
に
よ
り
罠
や
猟

銃
の
狩
猟
免
許
取
得
、
猟
銃
所
持
許
可
証
取
得
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
捕
獲
や
追
い
払
い
に
対
応

で
き
る
よ
う
研
修
参
加
や
体
制
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
て
い
く
。
2
名
の
協
力
隊
員
は
意
欲
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

町
長
が
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
池
田
町
は

問
土
地
利
用
調
整
基
本
計
画
を
基
に
新
町
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

答
土
地
利
用
計
画
は
策
定
か
ら
約
12
年
が
経

過
し
た
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
計
画
に

沿
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、
移

問
震
災
時
に
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
安
全
基

準
を
満
た
さ
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を

無
く
す
た
め
、
簡
易
点
検
と
し
て
「
金
属
探
査
機
」

の
無
料
貸
出
し
を
令
和
元
年
か
ら
行
っ
て
い
る

が
、
実
績
は
。

答
令
和
元
年
度
が
23
件
、
2
年
度
6
件
、
3

年
度
2
件
、
4
年
度
1
件
、
5
年
度
2
件

と
な
っ
て
い
る
。

問
年
々
、
貸
出
し
が
減
少
し
て
い
る
。
高
齢

世
帯
も
多
く
な
り
、
貸
出
し
時
に
は
必
要

に
応
じ
て
使
い
方
の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
が
。

答
安
心
し
て
操
作
使
用
で
き
る
よ
う
に
必
要

に
応
じ
て
直
接
説
明
を
行
う
。

問
「
池
田
町
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
費
補
助
制

度
」
が
令
和
元
年
か
ら
施
行
さ
れ
、
16
件

の
実
績
が
あ
る
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
ま
だ
対

象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
あ
る
と
考
え
る
。
再
度

周
知
を
。

答
補
助
制
度
と
金
属
探
査
機
の
無
料
貸
出
し

を
合
わ
せ
て
、
ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
促
進
を
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
。

広
報
は
、
7
月
号
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

問
安
全
基
準
を
満
た
さ
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

今
後
増
え
る
こ
と
は
な
い
。
除
却
を
促
進
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安

全
対
策
に
町
が
目
指
す

こ
と
は

建設水道課で無料貸出しをしている
「金属探査機」使い方の説明もします！



一
般
質
問

答
極
寒
の
冬
の
朝
に
北
ア
ル
プ
ス
が
ピ
ン
ク

に
染
ま
る
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
を
観
光
の
目

玉
に
し
た
い
。
他
の
季
節
も
観
光
資
源
が
あ
る
は

ず
。
幅
広
く
発
掘
し
政
策
に
つ
な
げ
た
い
。

自
治
会
要
請
に
つ
い
て

問
自
治
会
要
望
は
町
民
の
切
実
な
要
求
。

し
っ
か
り
と
向
き
合
い
予
算
付
け
が
な
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
通
常
の
予
算
組
み
で
は
全
て
の
解
決
に
は

至
ら
な
い
。
優
先
順
位
を
つ
け
順
次
対
応

し
て
い
き
た
い
。

池
田
工
業
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
高
校
再
編
の
動
き
の
中
で
校
地
が
決
ま
っ

て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
町
か

ら
高
校
が
な
く
な
る
。
町
長
は
ど
う
い
う
方
向
に

も
っ
て
い
き
た
い
の
か
。

答
町
営
バ
ス
の
高
校
生
以
下
無
料
化
の
効

果
は
上
が
っ
て
い
る
。
懇
話
会
や
様
々

産
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
地
産
地
消
の
究
極
の
形
と
も
い
え
る
酒

米
・
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
生
産
拡
大
は
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
酒
造
メ
ー
カ
ー
や
ワ
イ

ナ
リ
ー
と
し
っ
か
り
協
議
を
し
た
上
で
の
生
産

が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
よ
っ
て
担
当
課
に
お
い

て
現
実
的
に
今
後
生
産
拡
大
が
可
能
か
確
認
し

て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て

問
町
な
か
の
賑
わ
い
は
昔
の
よ
う
に
は
戻
ら

な
い
気
が
す
る
。
し
か
し
古
き
を
知
り
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
何
か
が
生
ま
れ
る

は
ず
。
町
長
の
考
え
は
。

答
町
な
か
駐
車
場
は
整
備
し
た
が
、
人
が
行

き
交
う
昔
の
よ
う
な
状
況
に
は
戻
っ
て
い

な
い
。
一
つ
の
課
題
と
し
て
歩
く
方
の
「
動
線
の

確
保
・
誘
導
」
が
重
要
と
感
じ
る
。
歩
く
こ
と
に

意
味
が
あ
る
町
づ
く
り
が
大
事
。
目
的
地
ま
で
の

間
に
ち
ょ
っ
と
し
た
空
間
や
店
舗
、
目
に
留
ま
る

フ
ラ
ッ
グ
な
ど
、
お
金
を
か
け
ず
少
し
の
工
夫
で

で
き
る
方
法
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
協
会

や
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
に
ぎ
わ
い
を
ポ
イ
ン
ト
と
捉

え
、
も
う
一
度
「
歩
い
て
み
た
く
な
る
町
な
か
」

を
目
指
す
。

問
当
町
の
観
光
は
春
と
秋
が
中
心
。
単
発
的

な
効
果
し
か
今
は
出
て
い
な
い
。
3
シ
ー

ズ
ン
だ
け
で
も
誘
客
で
き
る
観
光
資
源
の
発
掘
と

政
策
は
な
い
か
。
町
長
の
夢
あ
る
考
え
は
。

問
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
集
積
化
と
高
収
益
性

が
問
わ
れ
る
は
ず
。
特
産
品
づ
く
り
と
、

多
種
多
様
な
園
芸
作
物
も
当
町
の
環
境
に
あ
っ
た

形
で
試
行
錯
誤
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
町

長
の
希
望
が
持
て
る
農
業
政
策
は
。

答
集
積
化
を
進
め
る
こ
と
、
高
収
益
農
業
の

た
め
多
様
な
園
芸
作
物
も
必
要
で
あ
る
。

本
年
か
ら
大
北
農
協
と
契
約
し
、
農
産
物
な
ど

の
出
口
戦
略
を
担
え
る
職
員
の
派
遣
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
職
員
を
中
心
に
特
産
品
と
呼
べ
る

農
産
品
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
う
れ
し
い
。
希
望

の
持
て
る
農
業
に
す
る
た
め
の
明
確
な
答
え
は

な
い
が
、
少
し
ず
つ
希
望
の
持
て
る
政
策
を
打

ち
出
し
た
い
。

問
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
農
業
の
革
新
と
変
革
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
革
新
と
変
革
は
重
要
で
あ
る
。
効
率
の
良

い
農
業
が
営
め
る
よ
う
町
と
し
て
も
考
え

て
い
く
。
ま
た
、
J
A
や
県
な
ど
連
携
し
、
次
世

代
の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
の
確
保
も
引
き

続
き
力
を
入
れ
て
い
く
。

問
当
町
に
は
日
本
酒
の
酒
蔵
と
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
あ
る
。
酒
米
・
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
生

な
場
面
を
利

用
し
て
池
田

町
に
高
校
が

残
る
よ
う
努

力
す
る
。
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町
長
が
考
え
る
希
望
が

持
て
る
農
業
政
策
は

構造改善を期待する林中地区のほ場



一
般
質
問

答
保
育
士
の
確
保
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
。

問
現
在
、
保
育
士
の
7
割
が
会
計
年
度
任
用

職
員
で
あ
る
。
保
育
士
の
確
保
の
た
め
フ

ル
タ
イ
ム
の
保
育
士
を
正
規
職
員
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
正
規
職
員
に
す
る
こ
と
は
困
難
。
保
育
士
確

保
と
環
境
向
上
に
つ
い
て
は
今
後
模
索
し
て

い
く
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を

問
県
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
補
助
を
小
学
3

年
生
ま
で
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
に
拡
大

し
た
。
県
の
補
助
額
は
約
8
6
0
万
円
と
な
り
、

3
0
0
万
円
増
え
た
。
前
回
の
一
般
質
問
で
、
増
額

分
で
自
己
負
担
金
5
0
0
円
を
無
償
に
す
る
よ
う

求
め
た
が
町
は
対
象
外
と
回
答
し
た
。
県
は
、
子
ど

も
の
医
療
費
軽
減
に
使
用
す
る
な
ら
自
治
体
の
判

断
で
良
い
、
と
回
答
し
て
い
る
。

松
本
市
は
来
年
1
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
を
完
全

無
償
化
す
る
。物
価
高
の
中
、子
育
て
世
代
の
支
援
に

な
る
子
ど
も
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を
求
め
る
が
。

護
法
に
違
反
す
る
と
し
て
、
国
を
提
訴
し
て
い
る
。

自
衛
隊
入
隊
適
齢
期
の
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
提

供
す
る
こ
と
は
、
憲
法
第
13
条
に
抵
触
す
る
と
考

え
る
。
4
割
の
自
治
体
が
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
考
え
直
す
こ
と
を
求
め
る
が
。

答
町
長
に
な
っ
て
間
も
な
い
の
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
応
が
適
切
か
確
認
し
た
い
。

問
提
供
を
望
ま
な
い
人
に
除
外
申
請
制
度
を

実
施
す
る
か
。

答
除
外
の
法
令
が
な
く
除
外
は
考
え
て
い

な
い
。

子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
問
う

問
国
は
、
2
0
2
6
年
度
か
ら
親
の
就
労
に
か

か
わ
ら
ず
、
生
後
6
か
月
か
ら
2
歳
児
ま

で
を
月
一
定
時
間
預
か
る
「
子
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
町
は
、
保
育
ス

ペ
ー
ス
や
保
育
士
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

答
保
育
ス
ペ
ー
ス
は
問
題
な
い
が
、保
育
士
に
つ

い
て
は
早
め
に
面
談
を
し
、確
保
に
努
め
る
。

問
国
の
要
綱
は
、
子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
時
間

8
5
0
円
の
補
助
金
と
3
0
0
円
の
利
用
者

負
担
で
必
要
な
経
費
に
充
て
る
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
で
実
施
で
き
る
の
か
。

答
到
底
実
施
で
き
な
い
。

問
園
児
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
保
育
現
場
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
。
十
分
な
保
育
士
の
確
保
が
で
き
る
の
か
。

問
2
0
2
2
年
度
、
全
国
の
6
割
を
超
え
る

1
0
6
8
市
区
町
村
が
自
衛
隊
に
18
歳
と

22
歳
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
性
別
の
個
人
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
町
は
ど
う
か
。

答
町
は
、
昨
年
度
か
ら
18
歳
の
個
人
情
報
に
よ

り
提
供
し
て
い
る
。

問
国
は
名
簿
提
供
の
根
拠
と
し
て
、
自
衛
隊

法
第
97
条
1
項
と
自
衛
隊
法
施
行
令
第

1
2
0
条
を
挙
げ
て
い
る
が
、
両
法
も
個
人
情
報

保
護
の
観
点
は
な
く
、
自
衛
官
の
募
集
事
務
が
ス

ム
ー
ズ
に
遂
行
さ
れ
る
た
め
の
規
定
に
過
ぎ
ず
、
名

簿
提
供
の
根
拠
に
な
ら
な
い
。
町
の
考
え
は
。

答
住
民
基
本
台
帳
を
所
管
す
る
総
務
省
と
防

衛
省
で
自
衛
隊
法
に
基
づ
く
情
報
提
供
を

行
っ
た
場
合
、
住
民
基
本
台
帳
と
の
関
係
に
お
い
て

問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
違

法
と
考
え
て
い
な
い
。

問
自
衛
隊
に
個
人
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

は
住
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
広
報
で
自
衛
官
募
集
を
法
定
受
託
事
務
の

中
で
行
っ
て
い
る
が
、住
民
が
把
握
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、情
報
不
足
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

問
奈
良
と
神
戸
の
市
民
は
、
自
衛
隊
に
個
人
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
憲
法
と
個
人
情
報
保

答
県
補
助
金
の
増
額
分
は
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
の
町
単
独
事
業
に
充

て
た
い
。

3
歳
未
満
児
保
育
料
の
軽
減
を
求
め
る
質
問

を
予
定
し
て
た
が
、
町
は
9
月
か
ら
軽
減

を
実
施
す
る
と
公
表
し
た
た
め
質
問
は
取

り
下
げ
た
。
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服は
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久ひ
さ
こ子 

議
員

市
町
村
に
よ
る
自
衛
隊
へ

の
名
簿
提
供



一
般
質
問

す
る
」
施
策
を
国
が
行
う
な
ど
、
農
業
で
暮
ら
せ
る

土
台
を
国
が
整
え
な
い
と
、
町
農
業
の
振
興
も
農

業
担
い
手
確
保
も
難
し
い
。
そ
の
こ
と
を
町
は
国
に

要
望
し
て
ほ
し
い
が
。

答
内
容
を
精
査
し
、
県
要
望
な
ど
を
通
じ
提
出

し
て
い
き
た
い
。

社
口
原
は
環
境
保
全
型
農
業
の
試
験
地
に

問
国
内
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
を
無

農
薬
の
有
機
栽
培
で
行
っ
て
い
る
農
場
が
い

く
つ
も
あ
る
。
社
口
原
で
も
無
農
薬
の
有
機
栽
培

で
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行
い
、
社
口
原
を
環
境
保
全
型

農
業
（
土
壌
の
物
質
循
環
機
能
を
活
か
し
、
化
学
肥

料
・
農
薬
か
ら
の
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た
持
続
的

農
業
）
の
試
験
地
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
地

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
町
の
考
え
を
問
う
。

答
社
口
原
の
利
用
権
は
ア
グ
リ
に
移
行
す
る
。

議
員
の
意
見
は
ア
グ
リ
に
伝
え
る
。

「
災
害
関
連
死
」を
審
査
で
き
る
取
り
組
み
を

問
災
害
で
死
亡
や
負
傷
し
た
場
合
、町
の
条
例

に
よ
り
申
請
・
認
定
さ
れ
れ
ば
、災
害
弔
意
金

が
一
人
1
2
.
5
万
円
か
ら
50
万
円
支
給
さ
れ
る
。

災
害
後
の
死
亡
に
つ
い
て
も
町
に
申
請
し
、「
災
害
関

連
死
」と
認
定
さ
れ
れ
ば
弔
意
金
が
支
給
さ
れ
る
。

町
は「
災
害
関
連
死
」を
審
査
で
き
る
体
制
に
あ

る
の
か
。

答
災
害
弔
意
金
支
給
審
査
委
員
会
の

設
置
要
綱
を
定
め
、
審
査
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

農
家
・
町
民
の
声
を
聴
き
、町
農
業
振
興
策

の
策
定
を

問
「
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
」
、
10
年
後
の
地
域

農
業
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
「
地
域
計
画
」

の
策
定
、
農
業
新
法
人
「
信
州
池
田
ア
グ
リ
（
以

後
、
ア
グ
リ
）
」
の
設
立
で
、
農
家
・
町
民
の
声
を

聴
き
、
町
農
業
振
興
策
の
策
定
を
。

答
「
地
域
計
画
」
の
策
定
で
地
域
を
回
り
農
家

の
意
見
を
聴
く
。
「
地
域
計
画
」
が
出
来
し

だ
い
議
会
・
町
民
の
皆
さ
ん
と
「
町
農
業
の
振
興

策
」
を
話
し
合
い
、
策
定
し
て
い
き
た
い
。

問
米
・
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
な
ど
町
に

合
っ
た
作
物
の
販
売
戦
略
を
考
え
た
農
業
振

興
策
の
検
討
を
。
ま
た
、
ア
グ
リ
が
遊
休
農
地
対
策

を
担
う
よ
う
指
導
を
。

答
輸
出
も
含
め
販
売
対
策
は
検
討
す
る
。遊
休

農
地
対
策
に
つ
い
て
も
ア
グ
リ
と
話
し
合
う
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
遊
休
農
地
の
紹
介

と
耕
作
者
の
募
集
を

問
遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
遊
休
農
地
周
辺
の
風
景
を
含
む
写
真

付
き
で
紹
介
し
、
耕
作
者
の
募
集
を
。

答
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
更
新
に
合
わ
せ

実
施
し
て
い
く
。

農
業
で
暮
ら
せ
る
土
台
を
整
え
る
よ
う
国
に
要
望
を

問
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
農
産
物

の
販
売
価
格
と
生
産
コ
ス
ト
の
差
額
を
補
填

「
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
」の
影
響
と
対
策
は

問
国
は
水
田
転
作
で
転
作
作
物
を
栽
培
し
て

い
る
農
地
を
令
和
4
年
度
か
ら
8
年
度
ま

で
に
一
度
も
水
張
り
を
し
な
い
場
合
に
は
、「
直
接
支

払
い
交
付
金
」を
支
給
し
な
い
と
し
た（
5
年
水
張
り

ル
ー
ル
）。「
5
年
水
張
り
ル
ー
ル
」の
町
農
業
へ
の
影

響
と
対
策
は
。

答
生
産
者
の
意
向
を
把
握
し
て
な
い
の
で
影
響

は
不
明
で
あ
る
。
個
々
の
生
産
者
と
協
議
・

相
談
し
、
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
。

問
「
直
接
支
払
い
交
付
金
」
の
対
象
外
に
な
っ

て
も
、
畑
作
を
続
け
た
け
れ
ば
畑
地
化
促
進

事
業
の
活
用
も
あ
る
事
を
農
業
者
に
知
ら
せ
て
欲

し
い
が
。

答
機
会
を
み
て
知
ら
せ
て
い
く
。

問
畑
地
化
促
進
事
業
も
5
年
間
で
な
く
な

る
。
そ
の
後
は
麦
・
大
豆
栽
培
な
ど
へ
の
支

援
金
は
全
て
な
く
な
る
の
で
遊
休
農
地
は
大
幅
に

増
え
る
。
町
長
は
支
援
金
を
残
す
よ
う
国
に
求
め

て
欲
し
い
。

答
国
に
求
め
て
い
く
。
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薄う
す
い
た
か
ひ
こ

井
孝
彦 

議
員

町
農
業
の
振
興
策
は



一
般
質
問

と
思
う
。
五
丁
目
の
空
き
家
以
外
に
も
諸
問

題
が
顕
在
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
法
的

な
整
合
性
を
確
認
す
る
た
め
弁
護
士
へ
の
相

談
を
考
え
て
い
る
。

問
こ
の
物
件
に
関
し
て
は
所
有
者
の
確
認

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

答
所
有
者
の
確
認
は
取
れ
て
い
な
い
。
専

門
家
の
方
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。　

問
池
田
町
の
中
心
市
街
地
に
は
、
街
区
公

園
に
相
当
す
る
公
園
が
な
い
。
緑
陰
と

交
流
の
場
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
か
え
で
公
園
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
利
用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
遊
具

を
含
め
た
大
型
遊
具
の
設
置
と
、
あ
ず
ま
や
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
既
存
の
公
園
の
充
実

に
重
点
を
置
い
て
い
き
た
い
。

問
保
護
者
会
や
職
員
へ
の
告
知
を
速
や
か

に
や
っ
て
ほ
し
い
。

答
今
ま
で
も
そ
う
い
う
つ
も
り
で
や
っ
て

き
た
。
連
絡
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
今
後
の
施
設
利
用
の
考
え
を
聞
く
。

答
保
育
園
と
災
害
時
緊
急
避
難
場
所
の
二

つ
の
機
能
が
あ
る
の
で
、
そ
の
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問
民
間
保
育
園
誘
致
が
保
育
園
統
合
ま
で

に
間
に
合
う
状
況
で
は
な
い
。
予
定
通

り
実
施
す
る
の
か
、
延
期
の
可
能
性
が
あ
る

の
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
通
り
来
年
4
月
の

統
合
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

新
し
い
民
間
保
育
園
が
選
定
さ
れ
次
第
速
や
か

に
開
園
準
備
を
進
め
、
一
園
だ
け
の
期
間
を
短

縮
す
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
力
す
る
。

問
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
組
織
が

連
携
し
、
危
険
家
屋
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
?
五
丁
目
の
危
険
家
屋
に
関
し
て

は
、
既
に
担
当
部
署
も
そ
の
存
在
を
確
認
し
て

い
る
。
説
明
を
求
め
る
。

答
今
後
、
町
と
し
て
も
所
有
者
等
と
粘
り

強
い
交
渉
を
続
け
る
と
と
も
に
、
対

策
計
画
や
法
に
則
っ
た
指
導
勧
告
な
ど
、
今

ま
で
以
上
に
関
係
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
適
時
適
正
の
判
断
を
行
っ
て
い
き
た
い

問
町
長
選
挙
で
言
及
し
て
い
た
。
会
染
地

区
へ
の
民
間
保
育
園
の
誘
致
に
関
し

て
、
そ
の
方
針
を
問
う
。

答
6
月
中
を
め
ど
に
「
会
染
保
育
園
活
用

チ
ー
ム
（
仮
称
）
」
を
学
校
保
育
課
を

中
心
に
各
課
横
断
的
な
組
織
で
立
ち
上
げ
る
。

計
画
や
規
模
な
ど
の
策
定
、
視
察
な
ど
を
行

い
、
募
集
要
項
な
ど
の
検
討
に
入
る
。
実
際
に

公
募
方
法
等
の
検
討
を
行
う
中
で
、
募
集
や
選

定
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問
現
在
、
未
修
繕
の
会
染
保
育
園
の
雨

漏
り
対
策
を
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し

い
が
。

答
現
状
何
年
も
屋
根
塗
装
を
し
て
い
な
い

た
め
、
屋
根
の
塗
装
状
況
は
良
い
状
態

で
は
な
い
。
そ
の
た
め
雨
漏
り
の
解
消
に
繋
が

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
今
後
の
施
設
利
用
を
見

込
ん
で
屋
根
の
部
分
塗
装
を
検
討
し
て
い
く
。

問
部
分
塗
装
の
費
用
と
時
期
を
問
う
。

答
今
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
梅
雨
明
け

を
待
を
待
っ
て
か
ら
に
な
る
。
エ
リ
ア

が
決
ま
っ
て
く
る
と
大
体
の
規
模
は
議
員
の
皆

様
に
も
お
示
し
で
き
る
。
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議
員
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間
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育
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誘
致
と
街

中
の
居
住
環
境
整
備
を

問
う



一
般
質
問

問
「
住
宅
耐
震
化
緊
急
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
は
。

答
3
月
末
に
策
定
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

問
災
害
時
に
助
け
合
え
る
環
境
作
り
が
、
地
域
の

防
災
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
、
自
治
会
を
や
め
た

い
、
自
主
防
災
会
だ
け
入
れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
を
持
つ

方
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
今
年
は
自

治
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
町
は
策
定
し
て
い
る
が
さ
ら
な
る
対

策
は
。

答
各
自
治
会
で
も
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
形
に
あ
っ

た
運
営
形
態
を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

問
こ
の
町
の
人
の
動
き
な
ど
住
民
の
方
々
が
ど
の
よ

う
な
交
通
を
求
め
て
い
る
の
か
課
題
を
把
握
せ
ず

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
町
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
昨
年

10
月
に
65
歳
以
上
1
0
0
0
人
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
町
営
バ
ス
、
特
に
巡
回
線
の
課
題
が
見
え
た
。
そ

れ
を
含
め
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
福
祉
輸
送
と
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
現
在
当
町
で

「
お
で
か
け
乗
り
ま
し
ょ
カ
ー
」
と
い
う
介
護
保

険
の
範
囲
で
高
齢
者
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
年
間
29
万
円
で
ま
わ
し
て
お

り
、
池
田
町
社
協
は
最
大
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
社
協

の
福
祉
輸
送
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
「
お
で
か
け
乗
り
ま
し
ょ
カ
ー
」は
介
護
保
険
事
業

の
一
つ
と
し
て
、社
協
が
事
業
者
と
し
て
実
施
。ま

た
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
は
町
が
社
協
に
委
託
し
、高
齢

者
と
障
が
い
者
の
二
つ
の
区
分
に
よ
り
実
施
。福
祉
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
の
実
績
は
、例
年
約
30
人
の
登
録

者
が
あ
り
月
に
1
〜
2
回
の
利
用
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

池
田
町
の
防
災
の
進
捗
状
況
を
質
す

問
こ
の
町
の
住
宅
立
地
の
ほ
と
ん
ど
が
災
害
警
戒
区

域
で
あ
る
。
3
月
の
定
例
会
で
も
質
問
し
た
、
広

津
・
陸
郷
に
対
し
て
衛
星
受
信
シ
ス
テ
ム
設
置
の
進
捗
状

況
は
。

答
検
討
中
で
あ
る
。
現
在
の
対
応
と
し
て
車
載
型
の

消
防
無
線
機
を
自
主
防
災
会
が
使
用
で
き
る
よ

う
、
8
月
ま
で
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
い
。

問
矢
口
新
町
長
に
公
約
の
進
め
方
と
当
町
の
課
題
を

問
う
。

答
①
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
将
来
に
安
心
感
が
持

て
る
町
。
②
活
力
あ
る
農
業
と
産
業
強
化
で
地
域

経
済
を
元
気
に
!
③
池
田
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
。
そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
や
っ

て
い
く
。
重
要
な
の
は
安
全
安
心
の
確
保
。
災
害
が
頻
発

す
る
今
、
池
田
町
だ
か
ら
で
き
る
防
災
対
策
を
行
う
。
可

及
的
速
や
か
に
行
う
も
の
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策
。
町

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
8
回
行
う
予
定
を
組
ん
で
い
る
。

S
N
S
な
ど
を
利
用
し
た
町
民
へ
の
情
報
提
供
と
D
X

化
。
公
式
L
I
N
E
な
ど
を
導
入
す
る
。

進
ま
な
い
公
共
交
通
対
策
を
問
う

問
国
の
共
創
モ
デ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
な

ぜ
応
募
で
き
な
い
の
か
。 

答
地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
の
協
議
が
整
っ
て
い
な

い
た
め
時
期
尚
早
で
あ
る
。
ま
た
地
域
公
共
交
通

計
画
が
未
策
定
で
あ
る
当
町
に
お
い
て
は
、
共
同
計
画
と

の
整
合
性
も
求
め
ら
れ
る
点
か
ら
事
業
申
請
に
至
っ
て
い

な
い
。
今
年
度
、
県
の
「
多
角
連
携
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
へ
申
請
を
行
っ
た
。
昨
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
や
ニ
ー
ズ
把
握
、
当
町
の
進
む
べ

き
方
向
性
に
助
言
を
得
る
よ
う
に
な
る
。

池田町議会だより　　第 143号　　2024 年 7月 24日発行 12

三み
え
だ枝

三み

な

こ

七
子 

議
員

新
町
長
に
今
後
の
方
向

性
を
問
う



一
般
質
問

定
め
た
い
。

問
池
田
町
ユ
ー
ス（
青
年
）未
来
会
議
を
提
案
す
る
。

（
20
代
〜
40
代
に
焦
点
）

答
「
池
田
町
ユ
ー
ス
未
来
会
議
」の
開
催
の
有
無
に

つ
い
て
研
究
す
る
。

芸
術
・
文
化
の
振
興
で
町
の
活
性
化
を

問
北
安
曇
郡
歌
を
義
務
教
育
の
中
で
合
唱
し
、

郷
土
愛
を
育
み
、全
人
格
形
成
に
寄
与
し
て

は
ど
う
か
。

答
学
校
に
北
安
曇
郡
歌
を
紹
介
し
、教
材
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
か
、先
生
に
考
え
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
る
。

問
美
術
館
前
の
郡
歌
歌
碑
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
設

置
を
要
望
す
る
が
。

答
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
北
安
曇
郡
歌
を
歌

う
機
会
を
つ
く
っ
た
り
、生
涯
学
習
の
一
つ
の
素

材
と
し
て
取
り
上
げ
る
な
ど
ソ
フ
ト
的
な
広
が
り
を

作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
と
の
連
携
強
化
で
、

美
術
館
の
活
性
化
を

問
「
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
を
巡
り
A
R（
拡
張

現
実
）を
体
験
し
よ
う
」の
企
画
を
認
知
し
て

問
町
長
の
基
金
に
対
す
る
考
え
方
と
目
的
基
金

の
積
み
上
げ
を
要
望
す
る
が
。

答
今
後
の
公
共
施
設
の
修
繕
や
災
害
な
ど
に
備

え
る
為
に
積
み
増
し
を
進
め
て
い
く
。目
的
基

金
に
つ
い
て
は
、今
後
目
的
別
に
細
分
化
す
る
か
調
査

研
究
を
す
す
め
る
。

池
田
保
育
園
１
園
に
向
け
た
準
備
の
進
捗
状
況
は

問
統
合
に
向
け
た
保
育
士
の
配
置
と
受
け
入
れ

教
室
に
キ
ャ
パ
の
問
題
は
な
い
か
。

答
保
育
士
は
、秋
ご
ろ
希
望
調
査
を
行
い
、不
足
す

る
よ
う
な
ら
募
集
し
万
全
を
期
す
。キ
ャ
パ
の

問
題
は
な
い
。

問
送
迎
時
間
帯
の
混
雑
回
避
と
保
育
園
統
合
に

向
け
た
課
題
を
問
う
。

答
混
雑
回
避
は
、北
か
ら
入
り
西
か
ら
出
る
一
方

通
行
を
徹
底
し
、園
児
の
乗
降
時
の
見
守
り
な

ど
職
員
を
配
置
す
る
。課
題
は
遊
具
の
設
置
、施
設
内

の
修
繕
、備
品
の
購
入
や
職
員
確
保
で
あ
る
。

問
統
合
後
の
会
染
保
育
園
の
利
活
用
は
。

答
会
染
保
育
園
に
民
間
の
保
育
園
を
誘
致
し
た

い
。ま
た
、保
育
本
来
の
機
能
を
失
っ
て
も
、非

常
時
に
避
難
所
と
し
て
活
か
し
て
お
く
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
で

住
民
要
望
の
実
現
を

答
こ
の
夏
に
か
け
て「
町
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を

企
画
す
る
。今
回
は「
人
口
減
少
対
策
」に
特

化
し
て
12
月
を
目
途
に
、中
長
期
的
な
町
政
方
針
を

問
「
財
政
危
機
緊
急
対
応
期
間
」で
あ
る
令
和
8

年
ま
で
の
残
り
3
年
間
の
財
政
健
全
化
に
向

け
た
町
長
の
決
意
は
。

答
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申
を

尊
重
し
、令
和
8
年
度
ま
で
は
財
政
危
機
緊
急

対
応
期
間
と
し
て
、で
き
る
限
り
歳
出
を
抑
え
実
施
計

画
に
沿
っ
た
財
政
運
営
を
心
が
け
る
。

問
令
和
8
年
度
ま
で
、行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

の
年
2
回
以
上
開
催
と
委
員
の
増
員
を
希
望

す
る
が
。

答
本
年
度
は
、委
員
会
を
2
回
開
催
し
、令
和
7

年
度
以
降
は
、公
募
委
員
も
含
め
新
た
に
委
員

を
委
嘱
す
る
。

問
町
長
の
考
え
る
財
政
健
全
化
と
は
。そ
の
具
体
像

は
。経
常
収
支
比
率
の
具
体
的
パ
ー
セ
ン
ト
は
。

答
第
6
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
6
の
3
で
町

債
発
行
抑
制
や
町
債
残
高
縮
小
、基
金
残
高
確

保
な
ど
に
取
り
組
む
。経
常
収
支
比
率
の
具
体
的
パ
ー

セ
ン
ト
は
、「
全
国
類
似
団
体
内
平
均
値
以
下
」と
定
め

て
い
る
。

問
答
申
を
基
に
今
後
10
年
間
の
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
の
作
成
を
要
望
す
る
が
。

答
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
と
考
え

て
い
る
の
で
、新
た
に
作
成
す
る
予
定
は
な
い
。

い
る
か
。

答
先
日
開
催
さ
れ
た
協
議
会
の
幹
事
会
並

び
に
総
会
で
今
年
度
の
取
り
組
み
と
し

て
承
認
し
認
識
し
て
い
る
。
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山や
ま

﨑ざ
き

正し
ょ
う
じ治 

議
員

財
政
健
全
化
完
成
年
度

へ
向
け
た
取
り
組
み
は



一
般
質
問

し
て
い
る
。

問
地
域
の
公
園
の
重
要
性
に
つ
い
て
町
の
認

識
は
。

答
草
刈
り
な
ど
高
齢
社
会
の
中
で
大
変
と
い
う

声
も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

充
実
が
図
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

問
以
前
よ
り
P
T
A
等
か
ら
か
え
で
広
場
に
遊

具
設
置
の
要
望
が
あ
る
が
計
画
は
。

答
財
政
面
も
考
慮
し
た
上
で
議
会
の
理
解
も

得
な
が
ら
来
年
度
竣
工
を
目
標
に
準
備
に

入
る
。

答
保
護
者
に
は
通
知
し
た
が
町
民
に
は
当
時
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
心
配
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。

問
保
育
園
が
池
田
町
に
1
園
し
か
な
く
な
る
こ

と
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

答
子
育
て
世
代
の
目
線
に
立
て
ば
、
地
理
的
条

件
を
加
味
し
て
、
南
部
地
区
に
保
育
園
は
必

要
。
ま
た
若
者
世
代
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
に

も
、
保
育
園
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

第
2
次
教
育
大
綱
と
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
第
2
次
教
育
大
綱
第
1
期
を
終
え
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答
保
小
中
15
年
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
保
育
士
・

教
師
の
研
修
、
園
長
や
校
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
共

有
、
合
同
研
修
会
を
重
ね
確
実
な
変
化
が
表
れ
て

き
た
。
子
ど
も
の
主
体
性
を
中
心
と
す
る
保
育
や

授
業
作
り
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
子

ど
も
の
様
子
が
変
わ
り
自
ら
考
え
判
断
し
、
共
に

解
決
す
る
力
が
付
い
た
。

問
池
田
町
子
ど
も
基
本
条
例
制
定
の
考
え
は
。

答
現
時
点
で
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
。
教
育
大
綱
を
大
切
に
し
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

問
育
児
相
談
、
虐
待
、
い
じ
め
等
の
相
談
件
数

が
減
ら
な
い
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
を
変

更
し
、
子
ど
も
た
ち
に
特
化
し
た
相
談
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
形
で
事
業
推
進
で
き
れ
ば
と
計
画

保
育
園
統
合
に
よ
る
今
後
の
見
通
し
は

問
通
園
バ
ス
送
迎
の
調
査
の
具
体
的
な
時
期
と

計
画
は
。

答
7
月
ご
ろ
に
希
望
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

次
第
で
時
間
や
順
路
等
を
策
定
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

問
子
ど
も
や
孫
の
送
迎
に
つ
い
て
不
安
の
声
が

あ
る
。
送
迎
可
能
時
間
の
延
長
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
会
染
中
鵜
地
区
で
勤
務
時
間
の
関
係
で
間
に

合
わ
な
い
ご
家
庭
に
限
り
、
朝
夕
15
分
ず
つ

延
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。
朝
は
8
時
か
ら
、
夕
方

は
16
時
30
分
ま
で
と
な
る
。

問
す
で
に
会
染
・
中
鵜
地
区
か
ら
池
田
保
育
園

に
通
う
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。
裏
道
使
用
に

つ
い
て
、
道
路
の
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
保
育
園
の
西
側
の
突
き
当
た
り
へ
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
ま
だ
予
定
は
な
い
。

問
会
染
保
育
園
の
建
物
診
断
で
安
全
が
証
明

さ
れ
、
保
護
者
に
は
文
書
が
配
布
さ
れ
た
。

一
方
で
昨
年
の
説
明
会
で
危
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
町
民
の
中
に
あ
る
。
ど
う
払
拭
し
て
い
く
の
か
。
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矢や
ぐ
ち口

結ゆ

い以 

議
員

「
子
ど
も
が
ま
ん
な
か
池

田
町
」を
問
う



新
町
長
、副
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今年3月就任の今年3月就任の矢口稔町長矢口稔町長並びに7月就任の並びに7月就任の
宮澤宮澤達達

とおるとおる

副町長副町長にインタビュー。どんな人？にインタビュー。どんな人？

だ
け
の
人
生
、
今
し
か
な
い
と
一
念
発

起
し
ま
し
た
。
池
田
町
は
住
む
人
の
優

し
さ
や
自
然
環
境
の
良
さ
な
ど
、
思
っ

た
以
上
に
町
が
持
つ
存
在
価
値
（
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
）
が
高
い
こ
と
を
再
認
識
し

て
い
ま
す
。

質
問　

幼
少
期
か
ら
の
池
田
町
の
印
象

と
現
在
の
印
象
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
。

町
長

・
明
ら
か
な
こ
と
は
、
冬
場
は
凍
み
な

く
な
っ
た
の
で
校
庭
の
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
が
懐
か
し
い
。

・
町
内
色
々
な
場
所
に
カ
フ
ェ
が
増

え
て
き
て
、
隠
れ
家
的
な
場
所
も

あ
り
、
カ
フ
ェ
巡
り
も
楽
し
そ
う

で
す
。

質
問　

ご
自
身
の
性
格
は
。
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

血
液
型
は
B
型
で
す
が
、
占

い
に
よ
る
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
こ
だ
わ
り

が
強
い
。
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
早

い
。
好
奇
心
が
旺
盛
で
多
趣
味
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
概
ね
合
っ
て
い
る
よ

う
な
違
っ
て
い
る
よ
う
な
…
。
自
分

の
こ
と
が
好
き
な
の
は
確
か
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

質
問　

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

常
に
計
画
に
沿
っ
て
優
先
順
位

と
費
用
対
効
果
を
見
極
め
て
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
考
え
方
も

な
る
べ
く
取
り
入
れ
て
町
民
の
皆
さ
ん

が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

副
町
長　

町
長
と
は
町
議
会
議
員
に
な

る
前
か
ら
面
識
が
あ
り
、
互
い
に
遠
慮

な
く
話
し
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
町

長
室
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
で
密
な
報

告
・
連
絡
・
相
談
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問　

池
田
町
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
。

副
町
長　

池
田
町
は
北
ア
ル
プ
ス
の

展
望
が
素
晴
ら
し
く
、
静
か
で
暮
ら

し
や
す
い
、
過
ご
し
や
す
い
（
よ
く

眠
れ
ま
す
）
町
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
春
の
山
桜
、
夏
の
田
園
風
景
、

秋
の
紅
葉
、
冬
の
澄
ん
だ
空
気
や
雪

な
ど
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
駅
や
国
道
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
動
車
や
町
営
バ
ス
等
を
利
用
す
れ

ば
、
病
院
、
大
手
ス
ー
パ
ー
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
が
充
実
し
て
い
て
利
便

性
が
良
い
住
み
や
す
い
町
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
編
集
委
員
長
　
中
山

※
話
し
言
葉
を
書
き
言
葉
に
直
し
て
あ

り
ま
す

矢
口
町
長
に
お
聞
き
し
ま
す

こ
れ
ま
で
の
経
歴
等
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

町
長

幼
少
期
〜
中
学
校
時
代
　
泥
い
じ
り
が

大
好
き
な
幼
少
期
、
そ
の
ま
ま
小
学
校

へ
行
く
と
「
落
ち
着
き
が
な
い
」
と
通

知
表
に
よ
く
書
か
れ
ま
し
た
。

20
代
以
降
　
家
業
の
電
気
屋
を
継
ぎ
、

長
野
県
青
年
連
帯
の
船
へ
の
参
加
か
ら

国
際
交
流
事
業
に
目
覚
め
、
青
年
海
外

協
力
隊
で
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
映
像
技

術
を
教
え
て
き
ま
し
た
。
40
歳
の
と
き

に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
自
分
が

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
考
え
、
町
議
会

議
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

40
代
半
ば　

自
ら
を
振
り
返
る
こ
と
と

最
新
学
習
歴
を
更
新
す
る
た
め
、
大
学

で
環
境
、
福
祉
、
情
報
に
つ
い
て
学
び

直
し
今
に
至
り
ま
す
。

質
問　

立
候
補
決
意
時
と
今
の
心
境
で

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

私
に
本
当
に
務
ま
る
の
か
、
周

り
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
の
か
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
一
度 矢口町長

い
!
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

「
イ
ケ
ダ
マ
チ
」
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
は
「
町
長
室
」
を
開
放

し
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
機
会

を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

議
会
へ
の
要
望
や
期
待
す
る
こ

と
は
。

町
長　

二
元
代
表
制
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
果
た
せ
る
よ
う
、
よ
り
深

い
議
論
や
政
策
提
言
を
通
じ
て
池
田
町

の
確
か
な
未
来
を
共
に
創
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

宮
澤
副
町
長
に
お
尋
ね
し
ま
す

質
問　

町
長
か
ら
打
診
を
受
け
た
時
の

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

副
町
長　

副
町
長
が
不
在
以
降
、
町
議

会
か
ら
の
要
望
事
項
や
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
の
答
申
に
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。
打
診
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変

光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
課
題
は
山
積

し
て
い
る
し
、
今
よ
り
責
任
は
重
く
な

る
な
と
思
い
ま
し
た
。

質
問　

町
長
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

と
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

宮澤副町長
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お
二
人
と
も
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
の

感
想
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。



明
治
41
年
11
月
13
日
神
社
合
併
に
伴
い
、

一
丁
目
町
営
住
宅
地
籍
よ
り
現
在
の
八
幡
神

社
に
。
創
立
は
室
町
時
代
文
明
期
と
言
わ
れ

る
（
約
5
0
0
年
前
）。
こ
の
地
方
の
豪
族
、

仁
科
氏
の
命
を
受
け
、
十
郎
藤
重
、
功
に
よ

り
池
田
の
姓
を
賜
る
。
田
中
元
町
を
本
拠
地

に
し
て
開
拓
、
農
耕
の
守
り
神
と
し
て
勧
請

す
る
。

江
戸
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
。
明
確
に
名
称

が
出
て
く
る
の
は
、「
明
和
6
年
（
1
7
6
9

年
）
十
二
神
社
に
つ
き
、
氏
子
85
人
の
う
ち

15
人
方
に
て
羽
織
袴
に
て
警
護
す
る
」
と
話

さ
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
の
祭
礼
で
は
の
ぼ
り
を
出
す
程

度
で
あ
り
、
舞
台
の
発
生
と
名
称
に
つ
い
て

は
、約
3
5
0
年
あ
ま
り
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

明
確
に
舞
台
の
名
称
が
出
て
く
る
の
は
、
元

禄
5
年
（
1
6
9
2
年
）。
形
式
、
構
造
な

ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
奉
芸
を
神
社
で
行
い
、

後
に
町
に
繰
り
出
す
形
式
で
あ
る
。
舞
台
も

塗
り
や
簾
、
金
具
、
彫
刻
な
ど
を
施
し
豪
華

に
な
っ
て
い
く
。

現
在
の
舞
台
は
、
各
町
内
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
が
、
2
代
目
か
3
代
目
で
あ
る
。

お
囃
子
に
は
能
・
獅
子
な
ど
が
あ
る
。
本

殿
前
で
奉
納
す
る
五
穀

豊
穣
・
無
病
息
災
な
ど

を
お
願
い
す
る
奉
納
囃
子

（
地
域
に
よ
っ
て
は
旧

十
二
神
社
で
も
奉
納
し

て
い
る
）。

大
雪
・
大
雨
・
川
の

氾
濫
な
ど
道
中
の
安
全

を
祈
り
、
道
路
に
感
謝

を
込
め
て
曳
行
す
る
道
中
囃
子
は
7
〜
8
曲

く
ら
い
。（
各
町
内
に
よ
っ
て
曲
が
違
う
）

四
輪
型
、
御
所
車
、
前
梶
取
り
式
、
上
層

四
方
に
櫓
を
組
み
立
て
、
は
ぬ
き
を
前
後
2

本
ず
つ
斜
め
に
張
り
幕
を
垂
ら
す
。

上
層
四
方
に
幕
を
張
り
左
右
に
幕
を
張
る
。

下
層
間
で
太
鼓
、
上
層
四
方
の
櫓
に
ま
た
が
っ

て
お
囃
子
を
す
る
。
池
田
型
船
と
も
言
う
。

二
丁
目
　
小
林
　
三
郎
氏
　
手
記
よ
り

7
月
3
日　

池
田
松
川
連
絡
協
議
会
の
行

事
と
し
て
、
八
幡
神
社
境
内
、
舞
台
な
ど
を

見
学
し
た
。
池
田
町
松
川
村
両
議
会
議
員
、

町
村
長
、
副
町
村
長
、
教
育
長
、
事
務
局
が

参
加
し
た
。
案
内 

小
林
三
郎
さ
ん
。
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町
長
、
副
町
長
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

人
と
な
り
を
尋
ね
る
今
回

の
企
画
。実
直
で
少
し
身
構

え
る
町
長
、副
町
長
。お
二
人

と
も
幼
少
期
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
こ
の
地
に
根
付
き
支

え
て
来
ら
れ
ま
し
た
。そ
の

素
の
横
顔
が
垣
間
見
え
た
気

が
し
ま
す
。

政
策
や
事
業
計
画
な
ど
首

長
の
考
察
す
る
施
策
は
、一

般
質
問
や
全
員
協
議
会
、定

例
会
等
で
検
証
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＂住
ん
で
良
か
っ
た
、住
み

続
け
た
い
！＂

＂池
田
町
の
未
来
は
み
ん

な
で
つ
く
る
も
の＂

町
の
行
く
末
を
委
ね
る

ト
ッ
プ
お
二
人
の
今
後
に

期
待
す
る
と
共
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご

要
望
が
し
っ
か
り
届
く
よ

う
議
員
活
動
に
ま
い
進
し

て
い
き
ま
す
。 

中
山
　
眞

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
中
山
　
　
眞

副
委
員
長
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
矢
口
　
結
以

山
﨑
　
正
治

大
出
　
美
晴

横
澤
　
は
ま

編
集
後
記

編
集
後
記

船
の
構
造
、
様
式
に
つ
い
て

舞
台
の
登
場

十
二
社
に
つ
い
て

池
田
囃
子
に
つ
い
て

例大祭舞台と船の歴史

表
紙
説
明

日
本
で
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分

布
し
、
日
当
た
り
の
よ
い
乾
き
気
味
の
河
川

敷
な
ど
の
砂
礫
地
に
生
育
し
ま
す
が
、
近
年

河
川
整
備
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、
現
在
36
都

道
府
県
で
絶
滅
ま
た
は
絶
滅
危
惧
（
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
指
定
）
の
状
況
で
す
。
ロ
ゼ
ッ
ト
状

に
葉
を
展
開
し
、
開
花
個
体
の
茎
は
葉
柄
と

と
も
に
有
毛
で
、
高
瀬
川
に
自
生
す
る
も
の

は
高
さ
〜
50
cm
ほ
ど
で
す
。
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
に

似
た
黄
色
い
花
で
、
花
期
は
6
月
〜
8
月
。

秋
に
は
葉
の
紅
葉
も
見
ら
れ
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
も
大
切
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

小林三郎さんによる舞台説明


